
  東京医療保健大学千葉看護学部シラバス 

科目分類 専門職の教育 開講学科 看護学科 

科目番号 学年 配当セメスター 区分 単位数 授業時間数 

73109 1 前期 必修 1 30 

授業科目名 

（英文） 

クリティカルシンキングⅠ（論理的思考の形成） 

（Critical Thinking Ⅰ） 

担当教員名 米田 和美／村杉 登志子 

授業の概要及び到達目標 

本科目は、臨床判断を行う基盤として、考える力の修得を目指す。このため、基礎的な文章読解

力・思考力・論理的表現力に関する演習を行う。 

〈到達目標〉 

・ 一般的な文章の読解力と論理的表現能力の必要性がわかる。 

・ 与えられた文章から、必要な情報を正確に読み取ることができる。 

・ 情報伝達において論理的な思考に基づいた適切な表現ができる。 

・ 事実と意見の区分や立論，批判，反論の違いを説明できる。 

 

準 備 学 習 等  

配布資料を事前に読んで資料を理解しておく。 

授業日ごとに課題提出がある。 

 

成績評価の方法 

評価は授業への取り組み、提出課題および最終試験の成績合計をもとに行

う。 

授業への取り組み（30％）＋提出課題（30％）＋最終試験（40％）の 100 

点満点で評価する。 

授業への取り組みは、講義内での課題の提出によって評価する。 

最終試験は、知識確認の試験と小論文を課す。 

テキスト 

提示。 

資料ファイルを貸す。 

 

参考図書 

宇佐美寛，作文の論理－わかる文章の仕組み，東信堂，1998 年 

宇佐美寛，論理的思考‐論説文の読み書きにおいて，メヂカルフレンド社，

1989 年 

宇佐美寛・米田和美，看護教育の発想－授業をどう変えるか，看護の科学

社，2003 年 

授業中に紹介する。 



  東京医療保健大学千葉看護学部シラバス 

備 考 

質問は授業終了後教室で受け付ける。 

 

 

授 業 計 画  

 

第１回 文章の書き方の基本  

 

第２回 相手にとってわかりやすい説明  

 

第３回 自ら書いた文章の自己添削と書き直し 

 

第４回 文章の読み方の基礎  

 

第５回～１５回 読解と表現の課題学習  

 

 

 

 

 

 


